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Vol.13
2026 Spring

「再犯防止×地方創生」トピックス
再犯防止に向けたワークショップについて

　皆さんは、ワークショップという言葉をご存じでしょうか。そん

なの知っているよ、という方もいれば、言葉自体は聞いたことが

あるけど、参加したことはないという方もいると思います。ワーク

ショップとは、与えられたテーマや課題について、参加者の主体

的な体験や作業を通して、学び、考え、共同で解答を創造するも

のとされています。

　法務省矯正局では、全国８箇所の矯正管区（北海道、東北、関

東、中部、近畿、中国、四国及び九州）が中心となって、令和５年

度から地方自治体職員も対象とする再犯防止をテーマとした

ワークショップを開催されています。ワークショップの開催場所

は主催管区によって様々ですが、例えば、矯正施設（刑務所、少

年院、少年鑑別所）を会場として、施設内の見学など、体験による

学びもセットとして、国の再犯防止策の理解を深められる機会も

設けられています。また、開催ブロックをより細分化するなど、参

加者の利便性にも配慮した工夫をされています。

　令和５年に第二次再犯防止推進計画が策定されて以降、再犯

防止については、これまで以上に国・地方公共団体・民間協力者

等による連携体制の構築が必要であることは言うまでもありま

せん。

　そして、新たな犯罪者・犯罪被害者が生まれないために、より

効果的で実用的な再犯防止に向けた取組が重要になります。そ

のためには、上記ワークショップ等を通じて国職員と地方自治体

職員が相互理解を深め、地域の実情を踏まえた政策や連携に

向けたアイデアを産み出し、施策等に反映させて取り組んでいく

ことがとても大切です。

　ここでは、矯正が主体となり再犯防止をテーマとした「ワーク

ショップ」についてご紹介しましたが、地方自治体等が主体となっ

て開催しているものも多数あります。再犯防止に向けた新たな取

組を創造することはもちろんのこと、自己の知見を高める、広げ

るためにも「ワークショップ」に参加してみてはいかがでしょうか。

　令和七年度も矯正施設所在自治体会議に御理解、御

協力をいただき感謝申し上げます。今年度も昨年度以上

に自治体と矯正施設との連携強化等含め、事務局として

様々な取組を御紹介させていただければ幸いです。人口

減少が進む中にあっては、自治体間で再犯防止と地域活

性化の取組を組み合わせるなどして、それぞれの取組を

促進させていくことが重要です。今後も、自治体と矯正

事務局から
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との関係性を一層強化するとともに、会員自治体同士の

協力体制を発展させていく必要があると感じています。

　最後に、令和８年度の矯正施設所在自治体会議総会

につきましては、令和８年６月10日（水）午前8時30分か

ら赤坂プリンスクラシックハウスにおいて開催いたしま

す。詳細については、追って御連絡させていただきます

ので、何卒よろしくお願いいたします。

法務省ホームページ
「そうせい×きょうせい」



石川県金沢市の紹介
～地域での見守り体制の強化に向けて～

石川県金沢市に所在する３施設の紹介
～地域と連携した取組～

　本州のほぼ中心に位置する金沢市は、「弁当忘れても傘忘れ

るな」と言われるくらい雨の多い地域であり、春や夏は好天の日

が多い反面、冬は曇りや雨の日が多く、積雪もあります。雪化粧

した兼六園や長町武家屋敷跡などの風情は、金沢ならではのも

のです。

　加賀藩前田家の城下町として栄えた金沢市では、加賀友禅や

金沢箔、九谷焼などの伝統工芸や、能楽や加賀万歳などの伝統

芸能が受け継がれてきました。伝統を守りつつ、２１世紀美術館

に代表される現代アートなどの新しい文化も取り入れ、歴史文化

の保存と発展を両立させながら、新たな魅力づくりに取り組ん

でいます。また、日本海の新鮮な魚介類や加賀野菜を使った料

理が楽しめ、食を通じて地域の歴史や風土を感じることができる

のも金沢の魅力となっています。

　本市では再犯の防止等の推進に関する法律（平成28年12月

公布・施行）において策定に努めることとされている「地方再犯

防止推進計画」を包含する計画として「金沢市地域福祉計画

2023」（令和５～９年度）を策定し、再犯防止に係る取組を推進

しています。再犯防止の推進に関する取組は、本計画の基本的

方向の一つである「早期発見に向けた見守り体制の強化」の中

に位置付けています。

　これまで、支援が必要な地域生活課題の発見や対応につい

ては、民生委員、地域ボランティア、町会、事業者などにより、見

守り活動が行われていましたが、従来の見守り活動や、制度の枠

組みから漏れる人を社会から孤立させない取組が急務となりま

した。そこで、地域全体で見守る体制を強化するため、市内５４

地区の地区社会福祉協議会に「地域の身近な福祉相談窓口」を

設置しました。相談員は、本市が指定する研修を修了した方で、

支援を必要とする人を早期に発見し、適切な支援につなげる役

割を担っています。

　さらに、令和４年度からは金沢版重層的支援体制整備事業を

実施しており、多様化・複合化した困りごとを抱え、支援を必要とす

る人と支援機関との調整役を担う「支え合いソーシャルワーカー」

を金沢市社会福祉協議会に配置しました。これにより各支援機関

と連携しながら、包括的な相談支援体制の構築を進めています。

　これらの取組は、犯罪をしてしまった人が孤立することなく、

地域の一員として安心して生活を再建するための支援につなが

るものと考えています。

　また、「金沢市再犯防止推進ポータルサイト」を開設し、“社会

を明るくする運動”や保護司等の民間ボランティアの活動を情

報発信するほか、就労・住居や福祉サービスなど、立ち直りに必

要な情報や相談先、本市に所在する３つの矯正施設を始めとす

る関係機関の一覧などを掲載し、更生保護に対する市民や事業

主の方への理解の促進と、犯罪や非行をした人、そのご家族へ

の相談支援に関する情報提供に努め、支援につなげています。

　今後も「犯罪が繰り返されない」、「新たな被害者を生まな

い」、「誰もが安全で安心して暮らせる」地域づくりに向け、各関

係機関との連携を深めることにより、再犯防止の取組を進めて

まいります。

〇金沢刑務所
～地域社会から必要とされる施設を目指して～
　金沢刑務所では、高齢や福祉的支援を要する受刑者の円

滑な社会復帰を図るため、石川県地域生活定着支援セン

ターの母体となっている金沢市内にある医療機関の関係者

等を招いて意見交換会を開催しています。この意見交換会で

は、矯正施設について理解を深めていただくのみならず、福

祉的支援に関する専門的なアドバイスをいただいており、回

を重ねて開催することで、より強固なつながりを築いている

と感じています。

　また、当所の鍛錬場を大規模災害時の近隣住民の避難所

として活用していただくため、町会連合会と協定を締結し、定

期的に近隣住民と合同の防災訓練を実施しているほか、受

刑者による社会奉仕活動として地域の福祉施設における清

掃等を毎月実施し、地域社会と共生し、貢献できるよう日々

取り組んでいます。

　再犯防止には、出所者に対する“息の長い”支援が必要に

なりますので、このような取組を通じ、地域社会から理解さ

れ、そして必要とされる施設を目指して地域社会との連携を

促進していきます。

〇湖南学院
～“対話”による相互理解～
　湖南学院では、在院者による社会貢献活動として近隣の社

会福祉施設に活動の場所を提供していただき、定期的に清掃

活動を行っています。地域社会の活動に参加することは、参加

在院者にとって、自らも社会の一員であることを自覚するとと

もに、他者に対する思いやりの心を育む経験になっています。

　令和７年９月に当院で開催された「再犯防止×地方創生

政策ワークショップ型研修（北陸）」の際に、参加していただ

いた北陸３県内の自治体職員の方に施設見学をしていただ

きました。その場では、「少年院の教育に期待すること」を

テーマに当院の職員との意見交換（対話）を行い、再犯防止

活動や立ち直り支援に関する相互理解を図りました。このよ

うな“対話型”参観は、地域住民の方々に対する募集参観

や、近隣大学生に対する実務説明を始め、全ての施設見学で

実施しており、地域と湖南学院の間の顔や声が届く関係づく

りにつながっています。

〇金沢少年鑑別所
～非行問題のスペシャリストとして～
　金沢少年鑑別所では、令和７年度から、石川県との間で青

少年健全育成研修を共同開催しており、青少年の健全育成

についての県民の理解促進と啓発活動を行っています。特

に、非行問題の専門機関として、その経験と理論を背景に独

自の視点による内容としています。また、金沢市との間の取組

では、同市の要保護児童対策地域協議会のメンバーとして、

代表者会議等の場で意見交換を行っているほか、同市児童

相談所からの依頼により、問題行動のある児童・生徒への対

応について、施設職員とのケース会議の開催や、児童・生徒

自身に対する働き掛けを実施しています。また、令和６年能

登半島地震被災地域への心理支援として、被災地の中学校

に職員を定期的に派遣し、生徒と面談するなどの取組を継

続しています。その他、地域で困難を抱える子どもたちが、進

むべき道を見誤らないようサポートを行うなど、非行問題の

スペシャリストとして、地域と連携した活動を続けています。

地域の身近な福祉相談窓口研修の様子金沢市再犯防止推進ポータルサイト

加賀友禅の彩色作業の様子「加賀料理」
令和7年12月に国の登録無形文化財に登録

金沢刑務所：関係機関との意見交換会

金沢少年鑑別所：青少年健全育成研修湖南学院：社会福祉施設からの御礼の色紙


